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 第２回定例道議会が6/17～7/4までの日程で開会し、後期の議

員団構成と議会人事が決定しました。 

 日本共産党議員団は、引き続き団長に真下議員、幹事長に丸

山はるみ議員。真下議員が議会ICTを担当し、丸山議員は、議会

運営・広報と政策審議を担当します。所属委員会は以下の表の

とおりに決定しました。 

 議長には９期目の伊藤条一氏（自民党・道民会議）、副議長

は梶谷大志氏（民主・道民連合）を選出。伊藤氏は過去26年に

わたって議会質問をしていません。共産党道議団は、少数意見

を尊重し公正な議会運営を行うこと、議会基本条例に基づく議

会運営を行うよう要請しました。 
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◇ 11日：最低賃金引き上げを北海道 

労働局に要請 

◇ 第32期後期道議会議長・副議長決定 

◇ 議員団・議会構成決定 

◇ 3日：環境生活委員会で質問 

◇ 25日：一般質問（11分） 

 11日、日本共産党の真下紀子議員と丸山はるみ議

員は北海道労働局に対し、①最低賃金を直ちに1,500

円に、②地方別から全国一律の格差なくす制度へ、

③中小企業支援と合わせた対策を求め、要請書を提

出しました。 

 真下議員は、「成長なくして賃上げなし」という

時代から、経済界も「賃上げは成長戦略の要」と言

うように大きく変化していると紹介。最低賃金引き

上げが暮らし支える様々な制度に波及する役割を強

調しました。また、補完的な仕事としてではなく、

主たる生計維持者が最低賃金で働かざるを得ない現

状だと訴え、最低生計費を賄う水準として、まずは

時給1,500円の実現に尽力を求めました。 

 多くの都府県では、賃金引き上げのためになんら

かの支援事業を展開し、昨年は直接知事が地方最低

賃金審議会に引き上げを要請した県もありました。  

 ところが、厚生労働省がホームページで公開して

いる都道府県別賃金引上げ支援施策の一覧に、北海

道は全く支援なしとなっています。鈴木道政の政治

姿勢がここでもくっきりと表れています。 

 真下議員は、25日の一般質問で、最低賃金が果た

す役割に対する知事の考えをただし、賃金を引き上

げられるよう、支援の実現を迫りました。 

 常任委員会 特別委員会 

真下議員 経済委員会 子ども政策 

丸山議員 保健福祉委員会 人口減少・地方分権改革 
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 鳥獣保護管理法では、エゾシカなど捕獲した鳥獣の放置を禁止し、持

ち帰りが原則です。違反した場合、狩猟免許の取り消しや罰金の罰則が

科せられます。真下議員は、今年3月下旬に上川総合振興局や当麻町、

旭川東警察署に通報されたエゾシカの残滓の放置について経緯とこれま

での放置事例を質問しました。 

 環境生活部の答弁で、エゾシカ残滓の不適切処理は22年度11件、23年

度13件、24年度14件確認したものの、行為者が特定できず行政処分に

至っていないこと、鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した捕獲でも不

適切な残滓処理など違法が確認された場合に行う道と国との協議も、過

去3年間はないことがわかりました。 

 真下紀子議員は、今年３月に当麻町の山林にエゾシカの残滓が放置さ

れていた問題を質問。6月3日の環境生活委員会で適切な処理とハンター

の処遇改善を求めました。 

 真下議員は、駆除後認証処理場まで運搬し、不適

切な処理はないという旭川猟友会会員の声を紹介。

残滓はヒグマの餌となり、生態系のかく乱や人身被

害につながるとのべ、責任ある残滓処理が必要と強

調。行政がハンターに協力を求める実施隊は、非常

勤公務員として処遇されていますが、旭川市は日当

3990円にとどまっています。ガソリン代の他、銃弾

は1発1,100円。真下議員は処理施設までの搬入を求

めるには処遇が不十分と指摘し改善を求めました。 

谷内浩史環境生活部長は「パトロールや直接指導を

着実に進め、残滓の適切な処理が行われるようとり

くむ」と応じました。 

 真下道議は、6月25日の一般質問で、

全道の私立学校の生理用品設置状況に

ついて質問しました。 

 道は質問に先立って調査し、47校の

うちすでに46校に生理用品が設置さ

れ、残り1校も設置に向け準備中だと明

らかにしました。すでに生理用品を設

置した道立学校に道教委が、聞き取り

調査を行い、生徒からは「緊急の時に

安心できる」「ためらいなく使える」

と回答したと答え、好評です。 

 文科省は５月に「月経と月経前症候群（PMS）の理解を促進す

る」通知を発出。道教委と私学所管部に有効な活用を求めまし

た。二次元コード含め周知・活用すすめると答弁を受けました。 
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